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多光子量子もつれを用いた量子通信
多数の光子の量子もつれ状態を用いることで多様な

量子通信が実現できます
#顧客体験価値向上

光ファイバ上での伝送に適した「タイムビン」量子
ビットに基づく多光子の量子もつれ状態の生成は困
難な課題でした。

多数のユーザ間で、技術の進歩によらず将来的にも
安全性が保障される暗号通信や秘密共有を実現しま
す。

2入力2出力光スイッチに時間位置の重ね合わせ状態にある2光
子を入力し、時間位置に依存して光スイッチの状態を変えるこ
とで、2光子間に量子もつれを生成

世界の多光子量子通信をめざすグループのほとんどは光ファイ
バ伝送に適しない偏波の重ね合わせ状態を量子ビットとして用
いているのに対し、NTTが独自に開発した光スイッチを用いる
手法により、時間位置の重ね合わせ状態の光子間に量子もつれ
を生成することが可能

3者以上のユーザー間で究極に安全な暗号鍵の共有（多者間量子鍵共有）や秘密の分割共有など、多数のユーザーに対して将来にわた
り高い安全性を担保する多様なセキュア通信を提供する。
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問い合わせ先URL

https://www.rd.ntt/forum/2024/doc/G08-01-j.pdf
https://www.rd.ntt/forum/2024/doc/G08-02-j.pdf
https://www.rd.ntt/forum/2024/doc/G08-04-j.pdf
https://tools.group.ntt/jp/rd/contact/index.php?param01=F&param02=404&param03=G08-03
https://tools.group.ntt/jp/rd/contact/index.php?param01=F&param02=404&param03=G08-03
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